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【要旨】 

昔に比べて活気がなくなってしまった土浦駅周辺の建物や商店街を、地域の人たちがもっと集まる

ような場所にするために街の活性化について学び、フィールドワークを通して先ずは土浦駅周辺のこ

とをもっと知ってもらうことから始めなければならないこと、高校生のような若者の意見を土浦市が

得る機会を設けること、が必要だと感じ、この機会に、ウォークラリーを提案することにした。 

 

 

 Community-based town around  

Tsuchiura station  
 

Tomomi Sakae  Airi Kameyama 

Supervisor: Shinji Okabe  Eri Yaguchi 
 

【Abstract】 

The shopping streets and the buildings around Tsuchiura station seem not to have the same 

energy compared to Tsuchiura Station. Thus, we want to make something new for the local people. 

Then, we learned how to develop towns at Sendai. Through the field work, we thought people 

should know about the place to know and create an opportunity for city employees in Tsuchiura to 

know the ideas of young people such as high school students. Therefore, we propose a walk rally 

event as the opportunity.  

 

 

 

 

１ 序論 

研究のきっかけと仮説 

 一年生の頃、学校から歩いて帰る時に土浦駅周辺の施設が廃れているように感じ、特にモール 505

は建物のレトロな雰囲気が好きだったが治安があまり良くなく、お店はあるのに活気がない感じがし

たので、この雰囲気はそのままに地域住民の活性化に使える施設や場所にしたいと思い、このテーマ

で探求をしようと思った。探究の方向は、既存の商業施設を活用して市民向けに新しいサービスを提

供する。また、現在市民に多く活用されている場所も、より魅力的になるように、情報を発信する方

法を考案する。 
  

２ 調査方法 
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 街づくりの基本や実際の成功例の調査については、仙台フィールドワークで行った商工会の方々に

インタビューをし、全国の商店街の現状と今抱えている課題を教えていただいた。また、街づくりの

ヒントや成功例を紹介してもらい、資料などをいただいた。 

 土浦駅周辺を訪れる人の意見の調査については、土浦第一高校及び附属中の生徒にアンケートをと

り、実際の意見を聞く。市民アンケートも考えたが、調査方法が難しく、アンケート対象者が偏って

しまうと思い、高校生だけにアンケートをすることにした。 

 土浦駅周辺の開発の現状の調査については、土浦市役所の方々にインタビューをして、今何を行な

っていて、現在土浦市の発展として抱えている課題は何か、また、今後の土浦市をどういう方向に発

展させようと思って入るのかについて聞いた。 

 

３ 本論 

 仙台フィールドワークで、令和二年度宮城県商工業者実態調査※1から、専従事務局員 0名の商店

街組織が 74.1%を占めていることがわかり、資料 1からわかる通り商店街が直面する問題点として、

経営者高齢化による後継者問題(72.7%）、店舗等の老朽化(36.4％)、魅せられない(30.5%）、商圏人

口の現象(29・8％)などが挙げられた。また、地域住民に聞いた商店街に期待される役割として、地

域住民の身近な購買機会(63．1％)、地域の賑わい創出(58．1％)、治安や防犯への寄与(40.0％)など

が挙げられた。最近はどの商店街も以前より廃れている。費用なども限られているため、地域発展支

援をしてくれる外部の会社などに委託するケースが増えている。 

（資料 1） 

 

 具体的な方法としては、商店街活性化事業の三種の神器と呼ばれている、「100 円商店街」「まち

ゼミ」「バル（Bar）」があげられる。また成功例として、宮城県では以下のようなイベントが行わ

れた（資料２、資料３）。※３ 
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資料２
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 資料 3 

 お話を聞いていて分かったことは市や企業はもちろん、事業者の方々の協力が地域活性化に置いて

必要不可欠だということ、コロナ禍の影響もあるため、web イベントなども考える必要があるという



5 

 

ことがわかった。街づくりで大切なことは、街の活性化は一朝一夕ではできない。根気強く続ける事

が大切だということが分かった。 

 

 土浦第一高等学校高校及び附属中の生徒 218名に土浦市周辺についてのアンケートを行なった。こ

のアンケートは特にモール 505 に焦点を置いて質問している。※3「5.実際にモール 505 を見て、ど

んな印象を持ちますか？」という質問の結果は良い意見としては、「レトロでオシャレ」「昔ながら

の商店街みたいなアンティーク感がある」「利便性が高いと思う」などが主に挙げられるが、圧倒的

に良くない印象、例えば「シャッターが多く賑わっていない」「廃れている」「気軽に寄れない」

「人気がなく治安が良くない」などの意見が多かった。しかし、「廃れているがそれがまたいい」と

言った意見も見られた。 

資料４「土浦駅周辺は賑わっていると思いますか？」という質問では、「はい」が 35.5%、「いい

え」が 65.5%という結果になった。廃れているという印象を持たれているとわかる。 

資料４

    
資料５より「土浦駅周辺に何があれば足を運ぶきっかけになりますか？」という質問では、「アミ

ューズメント施設」「飲食店」「自習室」「雑貨店」の順で回答数が多かった。自習室に 69 票入っ

て い る の は 、 高 校 生 だ か ら の 結 果 だ と 考 え ら れ る 。 資 料 ５

 

「土浦駅周辺で改善してほしいことは何ですか？」という質問に対しては、「整備されていな道を

直してほしい」「バスの本数を増やしてほしい」などの交通に関する意見が 40 人、「治安が悪い場

所があって行きにくいから改善してほしい」「古い建物をどうにかしてほしい」などの周辺の治安や
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古い建物に関する意見が 59 人、「若者向けの店を増やしてほしい」「積極的にイベントを開催して

ほしい」などの店舗やイベントに関する意見が 59人、その他「特になし」などが 60人という結果に

なった。 

 

資料６より、「土浦市の活性化において古きよきものを守っていくことと新しく開発していくこと、

どちらが有効または大切だと思いますか？」という質問では、「新しい開発」が 74.2%、「古き良き

ものを守る」が 25.8%という結果になった。 

資料６

  

 

 また、土浦市役所の方へのインタビューで、現在土浦市 は「土浦市中市市街地開業支援事業（モ

ールモール 505を中心としたエリア）」資料７という、新規開業しようとする空き店舗の改装工事

費、賃貸の補助をする政策を実施していることがわかった。※4 

資料７
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 また、現在抱えている課題を伺うと、「地域発展の開発をおこなっている今、一般市民はもちろん

特に私たち高校生が何を市に求めているのかわからない」とおっしゃていた。一般市民へのアンケー

トも以前行ったことがあるが、アンケート方法が非常に難しく街頭アンケートという形をとったもの

の、多くの時間を要するため大変だとも仰っていた。 

  

４ 結論／まとめ 

 これらのことから、土浦駅周辺の活性化には市民らが魅力を見つける機会と土浦市が市民の声を把

握する機会が必要だと考えた。そこで私たちは”お互いを知るイベントの開催”が有効であるとし、特

にウォークラリーの実施を提案する。 
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このウォークラリーには調査などから分かった点を生かせるような 2 つの特徴がある。1 つ目は宣

伝の強化だ。従来のチラシやポスターに加え SNS なども交え様々な媒体で宣伝を行うことで、より

幅広い世代の人々へイベントの周知をすることが出来る。もう 1 つは若者の積極的な参加だ。このウ

ォークラリーでは土浦駅周辺の高校の生徒らにイベントの運営や吹奏楽部などにパフォーマンスを行

ってもらう。そうすることでイベントを通した市職員、ボランティア、学生の交流ができ土浦市役所

の問題となっていた若者の意見不足の解決につながる。また、学生のパフォーマンスはより多くの若

者をイベントに呼び込むことに効果的である。 

次に、このようなイベントの開催による効果を協力、調査、学習の 3 つ観点からあげる。まず協力

の面では SNS と学生が町づくりに必要不可欠な協力の輪を広げることが出来る。SNS は年齢層の低

い人への宣伝に効果的なことに加え地域だけでなく世界中へ魅力の発信が可能である。また学生も同

世代の繋がりから多くの集客を可能にする。調査面ではイベント内での学生との交流で土浦市が若者

の生の意見を得ることが出来る。アンケートとは違う対面での直接的な交流は市が新たな問題を見つ

けることに役立つ。学習面ではイベントに参加した人たちが土浦駅周辺の魅力を見つけることが出来

るということだ。もし気に入った施設があれば再訪の可能性もあり、店を開こうとしている事業者が

この地に魅力を感じ店を構えてくれることもある。 

最後に、私たちが市の活性化へ真っ先に出来ることは市のことをもっと知り自分たちに何ができる

のか考えることである。それが私たちの理想の街へ近づける第一歩であり、この提案を通して考える

時間をとってみてほしい。 

 

５．今後の課題 

実現可能かどうか市役所や関係者の方々との相談が必要。 

このアイデアで、地域の人から様々な方向に情報を発信してもらい知ってもらうまではいいが、そ

の後発展するのに新しいものをいれるのか古いものを守ってくのかは、その結果などを元にして関係

者の方々との話し合いを通して決めていく必要がある。 
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